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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示用データと当該データをスクロール表示するための１または複数のスクロール経路
情報を記録した記録媒体であって、
　前記スクロール経路情報は、少なくともスクロール表示するデータの範囲と対応してス
クロール経路を区分する複数の部分区間を設定し、各部分区間毎に少なくとも対応する表
示用データを表示装置に表示する領域に対応する可変な枠サイズの設定を含む部分区間情
報を設定することを特徴とする記録媒体。
【請求項２】
　表示用データと当該データをスクロール表示するための１または複数のスクロール経路
情報を含むデジタルデータを再生して表示する表示装置であって、
　少なくとも前記スクロール経路情報に設定された、スクロール表示するデータの範囲と
対応してスクロール経路を区分する複数の部分区間及び各部分区間毎に表示装置に表示す
る領域に対応する可変な枠サイズ、に基づいて設定された前記枠内に前記表示用データを
スクロール表示する表示制御手段を備えることを特徴とする表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、スクロール経路情報を持つ表示用データを記録した記録媒体及びその表示装
置に関する。
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【背景技術】
【０００２】
　表示画面より大きい画像データを画面に表示する場合、あるいは画像データの一部分を
拡大して表示する時に、画面に表示されていない他の領域に表示を切り替える場合等には
、表示させたい領域の方向へ、ユーザが方向キーを押したり、マウスで指示するなどして
、スクロール操作をするのが通常である。しかし、この操作は非常に面倒であり、特に新
聞などのように複雑な段組を持つ表示データは、段の切り替わり時などには表示データの
続きがどこにあるかわかりにくく、またスクロール量も大きくなるので、手動でスクロー
ルしていくことは非常に面倒であった。
【０００３】
　これに関して、特許文献１のように、表示画面に入りきらないような大きな画像データ
に対し、あらかじめ画像上での座標値列の形式で移動ルートを記憶しておき、その移動ル
ートに従って、表示画面を自動的にスクロールしていくことによって、スクロール指示の
面倒を回避する表示装置が開示されている。特許文献１では、移動ルート上の点を移動方
向に動かしながら、その点を中心とした固定サイズの矩形領域を画面に順次出力していく
ことによってスクロールを実現していた。
【特許文献１】特開平４－４３３８７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、表示データは、一般に表示するデータ内容やデータ内の文字サイズなど
によって、表示すべき適切な範囲や解像度が変化するのに対し、特許文献１では、固定サ
イズの領域を等倍で画面に表示していたため、場合によっては必要な情報が画面に表示で
きなかったり、細かい文字や画像の細部などが見えにくいという問題があった。
【０００５】
　また、小説やマンガ等をページ単位で画像データとして取り込んで表示装置に表示する
ような電子書籍の場合は、各ページの文章や画像が他のページあるいは同一ページと内容
的につながっているため、順次スクロールするのが望ましいが、順次スクロールして、内
容的な続きに自動的に表示が移るようになっていないという問題があった。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決するため、第１の技術手段は、表示用データと当該データをスクロール
表示するための１または複数のスクロール経路情報を記録した記録媒体であって、前記ス
クロール経路情報は、少なくともスクロール表示するデータの範囲と対応してスクロール
経路を区分する複数の部分区間を設定し、各部分区間毎に少なくとも対応する表示用デー
タを表示装置に表示する領域に対応する可変な枠サイズの設定を含む部分区間情報を設定
することを特徴とする。
【０００７】
　第２の技術手段は、表示用データと当該データをスクロール表示するための１または複
数のスクロール経路情報を含むデジタルデータを再生して表示する表示装置であって、少
なくとも前記スクロール経路情報に設定された、スクロール表示するデータの範囲と対応
してスクロール経路を区分する複数の部分区間及び各部分区間毎に表示装置に表示する領
域に対応する可変な枠サイズ、に基づいて設定された前記枠内に前記表示用データをスク
ロール表示する表示制御手段を備えることを特徴とする。
 
【発明の効果】
【０００８】
本発明により、表示内容に応じてスクロールに伴って表示内容を表示する表示装置の領域
の枠サイズを指定できるので、多様な電子書籍等に対して適切なスクロール表示をするこ
とができる。
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【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　以下、発明の実施の形態について図面を用いて詳細に説明する。
　まず、表示用データを記録する記録媒体について説明する。なお、以下の説明では表示
用データとして電子書籍データ（以下、「書籍データ」という）を例にあげて説明するが
、特に電子書籍のページデータに限定するものではなく、画像ファイリング装置に格納さ
れた画像データや、文書作成装置で作成した文書データなど、一般に表示装置に表示可能
なデータに対して適用することができる。
【００１０】
　図１に、本発明に係る表示用データとして書籍データが記録された記録媒体の全体構成
を示す。図１に示すように、書籍データは、書籍タイトル名、著者名などの書誌情報、及
び総ページ数などのページ情報などを格納する管理情報領域と、書籍の本文である各ペー
ジのデータを格納するページデータ領域と、スクロール表示のための情報とその付加情報
を格納するスクロール経路情報領域とからなり、ファイルとして記録媒体に格納されてい
る。図１において、ページデータ領域がページ毎に分割されて格納されると共に、スクロ
ール経路情報領域もページ毎に分割されて格納されている。図１の他の実施の形態として
、図２のようにページデータ領域とスクロール経路情報領域をそれぞれ一つにまとめて格
納してもよいが、この場合も、各ページのデータをスクロール表示するための情報をペー
ジ毎に管理できるようにしておけばよい。
【００１１】
　図３に、書籍データの中の管理情報領域の構成例を示す。管理情報領域は、管理情報領
域であることを示す管理情報領域識別子と、この領域のデータサイズと、書籍タイトル名
、著者名などを格納する書誌情報領域と、総ページ数などを格納するページ情報領域など
からなる。なお、図３における右の数字は格納する際のバイト数を示している。
【００１２】
　図４に、各ページのページデータ領域の構成例を示す。ページデータ領域は、ページデ
ータ領域であることを示すページデータ領域識別子と、この領域のデータサイズと、ペー
ジデータを構成する文字データ、画像データ、音声データ、動画データなどのデータ要素
（以下オブジェクトと表記する）毎に記述されたオブジェクトデータ領域とそのオブジェ
クト数と、最後にそのページにスクロール経路情報が付与されているかどうかを示す情報
とからなる。図１４に示すように、各ページにはページの左上の頂点を原点とした座標系
が仮想的に設けられており、このページ紙面上に各オブジェクトが配置されることによっ
て各ページが構成される。音声データなどの表示できないデータは、ページ全体、もしく
は内容的に関連する領域に仮想的に配置される。
【００１３】
　オブジェクトデータ領域の構造は、データの種類によって異なるが、基本的にはデータ
種別識別子、データサイズ、オブジェクトデータの形式で記述されている。例えば画像デ
ータの場合、図５に示されるように、画像データであることを示すデータ種別識別子、デ
ータサイズ、画像のｘ，ｙ方向の大きさ、表示画面上での始点座標、圧縮方式が記され、
圧縮方式の項で指定された圧縮方法によって画像データが格納されている。
【００１４】
　次に、図１のスクロール経路情報領域について図６～図８を用いて説明する。図６に、
あるページにおけるページデータに設定されたスクロール経路情報を模式的に示す。書籍
データによっては、図６のように複数の内容が段組みされ複雑に入り組んで書かれている
ことがあり、あるページにおける書籍データが表示画面より大きい場合、もしくは書籍デ
ータが拡大されて表示されている場合には、各段の切り替わり時に文書等の続きがどこに
あるかわからなくなることがある。
【００１５】
　そこで、ページデータ領域内のオジェクトデータの内容（図６において模式的に示した
内容１、２）毎に、スクロール経路を設定する。各スクロール経路は、いくつかの部分区
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間（図６中の矢印に相当）から構成される。例えば、同一ページにいくつかの記事が書か
れているような新聞記事の場合、記事毎にスクロール経路が設定され、各記事のスクロー
ル経路は、段が切り替わる所や、文章の進んで行く方向が変わる所などで複数の経路に分
割される。この分割された経路が部分区間に相当する。
【００１６】
　図７に、スクロール経路情報領域におけるスクロール経路の格納方式を示す。図７の左
側に示すように、スクロール経路情報は、スクロール経路情報領域であることを示すスク
ロール経路情報識別子と、この領域のデータサイズと、スクロール経路数と、各経路毎の
ベクトル列によって表現される経路データとからなる。
【００１７】
　各経路データには、図７の右側に示すように、経路データであることを示す経路データ
識別子と、そのデータサイズと、経路名を識別するための経路名文字列と、スクロールす
るスクロール部分区間数と、各部分区間（１～ｎ）ごとの部分区間情報と、他経路とのリ
ンク情報とからなる。
【００１８】
　他経路とのリンク情報は、現在のページ内の他経路や他ページに付与された経路との接
続を指定するものであり、他の経路につながっているかどうかを示すリンク有無情報と、
もしリンクする経路があればその経路の付与されたページを示すリンク経路ページ番号と
、そのページの何番目の経路につながっているかを示すリンク経路番号とからなる。
【００１９】
　また、ここで、経路名文字列には、このスクロール経路の付与された領域の文章の内容
を示すタイトルなどが記録される。例えば、ページデータの内容が新聞記事で、記事毎に
スクロール経路が設けられている場合、記事のタイトルがこの領域に記録される。
【００２０】
　部分区間情報は、スクロールさせるべき順番に格納され、図８に示す記録形式で、部分
区間毎に記録されている。部分区間情報は、部分区間であることを示す識別子と、データ
サイズと、その部分区間のデータをベクトルで記述するための始点座標及び終点座標と、
始点及び終点でのスクロール速度と、始点及び終点での拡大率（縮小する場合も含む）と
、始点及び終点での、表示装置に表示する領域の枠サイズと、その部分区間のスクロール
開始と同期して再生する情報を格納する同期再生情報領域とからなる。スクロール速度に
は、スクロール一回あたりに移動する、ページに設けられた座標系での距離を記録する。
【００２１】
　また、始点および終点での表示枠サイズもページに設けられた座標上での大きさを指定
する。この枠サイズのパラメータは、次の理由で設けられている。ページに設定されたス
クロール経路に従ってスクロールする場合、経路の近辺の領域をページデータから読み出
し、指定された拡大率で拡大して表示装置に表示する。
【００２２】
　このとき、経路からどこまでの範囲を近辺とするかによって、表示しなくてはいけない
内容が表示できない場合がある。例えば、図１５に示すように、枠（ａ）の大きさの領域
を近辺とすると、上下の文字が表示画面に表示されず、文章が読めない。従って、枠（ｂ
）のように表示されるべき内容が必ず表示されるように、適切に大きさを設定することが
必要である。
【００２３】
　同期再生情報領域には、同期再生情報数と、その同期再生情報数分だけの同期再生情報
とが格納されている。この同期再生情報は、図８に示すように、同期再生情報であること
を示す同期再生情報識別子と、そのデータサイズと、オブジェクト番号とからなる。ここ
でオブジェクト番号として、図４に示す形式で格納されたオブジェクトデータの格納され
ている番号が選択されて記録されている。例えば、その部分区間の表示内容に応じて効果
音を流す場合には、この効果音のデータをページデータ内に登録しておき、同期再生情報
領域にそのオブジェクト番号を記録しておけばよい。
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【００２４】
　図９に示すように、この部分区間情報を使って画面を表示する場合には、まず、ページ
データ上での始点座標（ｓｘ，ｓｙ）を中心とする指定された始点枠サイズ（ｗｓｘ，ｗ
ｓｙ）の矩形領域を始点での拡大率ｓｍａｇ倍に拡大して表示手段に表示し、指定された
スクロール速度ｓｖで表示画面をスクロールする。このとき、同期再生情報が記録されて
いれば、ここで指定されているオブジェクトの再生をスクロール開始に同期させて開始す
る。そして、終点でのスクロール速度、拡大率、枠サイズが指定された値になるように、
滑らかにこれら３つの値を変化させながら、表示する矩形の中心を始点から終点に移動し
ていくことによってスクロール表示をする。
【００２５】
　従って、単にスクロール経路だけでなく、スクロール速度、枠サイズ、拡大率をあらか
じめ指定できるので、画面の内容に従って順次スクロールできるだけでなく、徐々に拡大
しながら表示するなど変化に富んだスクロールができるため、表示に効果的なデータをあ
らかじめ書籍データに埋め込んで置くことができる。
【００２６】
　また、スクロール処理中の表示画面にふさわしい音声データを流したり、動画データを
スクロールに合わせて再生開始できるように設定しておくことができる。なお、図２の形
式でスクロール経路情報が格納される場合には、各経路の部分区間情報がどのページのも
のかわからなくなるので、図８の部分区間情報内にその部分区間が存在するページ番号を
格納するページ番号領域を設けて格納すればよい。
【００２７】
　次に、表示装置の実施の形態について説明する。以下の説明では、先に述べた記録媒体
に格納された電子書籍の表示用データを読み込んで表示する表示装置の場合について説明
するが、特に電子書籍の表示装置に限定するものではなく、先に述べたようなスクロール
経路情報が添付された表示用データを表示する表示装置に対して適用可能である。
【００２８】
　図１０に、本発明に係る表示装置のブロック図の一例を示す。同図において、１は制御
手段であるＣＰＵ、２は装置の制御プログラムを格納するＲＯＭ、３はプログラムやプロ
グラムの作業領域、及びページデータや書誌情報などの書籍データなどを格納するために
用いられるＲＡＭ、４は記録媒体に記録された書籍データを読み込むディスクドライブあ
るいは通信回線等の入力手段、５は書籍データを表示するための表示手段、６は記録媒体
に記録された書籍データのうち音声データを出力する音声出力手段、７は表示しているペ
ージをユーザがページめくりを指示可能にするボタンなどで構成されたページめくり指示
手段、８は通常の表示モードとスクロール表示モードを切り替えるようにユーザが指示可
能なボタンなどで構成された表示モード切替指示手段、９はボタンなどで構成された表示
画面のスクロールをユーザが指示可能なスクロール指示手段、１０は装置構成要素を接続
するＣＰＵバスである。ＣＰＵ１は、ＲＯＭ２内に格納された制御プログラムに従い、ペ
ージめくり指示手段７、表示モード切替指示手段８、スクロール指示手段９からのユーザ
の指示に応じ、各種処理を行う。表示手段５は、表示画面に表示する内容を制御する表示
制御手段５１とディスプレイなどで構成される表示画面５２とからなる。
【００２９】
　図１１に、本発明に係る電子書籍の表示装置の概観例を示す。図１１において、表示画
面５２の表面に透明な抵抗膜感圧式のタブレットが貼られ、このタブレットを表示モード
切替指示手段８とし、書籍データ内の音声データを出力するスピーカを音声出力手段６と
し、表示装置本体に設けれたボタンをユーザがページをめくるように表示装置に指示する
ために設けられたページめくり指示手段７及びスクロール指示手段９として用いる。この
ボタンの押す方向に応じてページめくり方向あるいはスクロール方向が決まる。なお、１
２は書籍データの記録された記録媒体を差し込む記録媒体挿入口、１３は前記タブレット
１１を通じて、表示モードの切り替えや、各種の入力を行うためのペンである。
【００３０】
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　次に、上記表示装置における書籍データを表示処理方法について説明する。この表示装
置では、ページデータの再生方法として、ページめくり指示手段７を通じてページめくり
が指示される度に表示するページを順次更新していく通常の表示モードと、書籍データに
付加されたスクロール経路情報に基づいて、自動的にもしくはユーザの指示に従って、ペ
ージデータの一部を必要に応じて拡大率を変化させながら画面をスクロールしていくスク
ロール表示モードの２つのモードがある。本体の電源を投入すると、再生モードは通常の
表示モードに設定され、他のモードへの切り替えは、ページデータ表示中に表示モード切
替指示手段８をユーザが指示することによって移行する。以下、これらのモードについて
説明する。
【００３１】
　まず、通常の表示モードについて図１２のフローチャートを用いて説明する。
　まず、表示するページを所定のページに設定する（ステップＳ１００）。電源が投入さ
れた場合は、先頭ページもしくは前回の読書時に開いていたページに、スクロール表示モ
ードから移行してきた場合は現在表示しているページに設定する。
　そして、設定されたページのページデータを読込み、そのページ内の全てのオブジェク
トを出力する（ステップＳ１０１）。
【００３２】
　表示中のページを構成する全てのオブジェクトの出力が終わると、ステップＳ１０２で
、ページめくり指示手段７を通じてページめくりが指示されていないかどうかを調べ、ペ
ージめくりが指示されていれば、ステップＳ１０３で表示するページ番号を変更し、ステ
ップＳ１０１に移ってそのページの再生処理を行う。
【００３３】
　もしページめくりが指示されていないならば、表示モード切替手段８を通じて表示モー
ドを切り替えるようにユーザが要求していないか調べ、表示モードの切替が要求されてい
る場合には、スクロール表示モードへ移行する。
　もし表示モードの切替が要求されていないならば、ページデータの表示処理を終了する
ようにユーザから要求されていないかどうか調べる（ステップＳ１０５）。もしページデ
ータの表示処理を終了するように要求されていれば、表示処理を終了する。
【００３４】
　一方、ページデータの表示処理を終了するように要求されていない場合には、ステップ
Ｓ１０２に戻り、以降ステップＳ１０２～ステップＳ１０５のいずれかに関する要求がユ
ーザよりなされるまで、この処理が繰り返される。
【００３５】
　次に、スクロール表示モードについて図１３のフローチャートを用いて説明する。
　他のモードからスクロール表示モードに移ると、まずステップＳ２００で現在表示中の
ページに付与されているスクロール経路情報を読み込み、そのページに含まれている図７
に示した経路名文字列を表示画面に一覧表示するなどして、ユーザにこのページに付与さ
れた経路を呈示し、スクロール経路を選択してもらう（ステップＳ２０１）。
【００３６】
　また、このとき、自動的にスクロールさせる自動スクロールモードか、スクロール指示
手段９によって指示したときのみスクロールさせる半自動スクロールモードかをユーザに
選択させる。
　自動スクロールモードは、スクロール指示手段９により一旦指示すれば、スクロール経
路情報を順次読み込み、自動的にスクロール表示が行われ、半自動スクロールモードは、
スクロール指示手段９により指示している間（例えばボタンを押している間）のみスクロ
ール表示が行われるものである。
【００３７】
　選択されたスクロール経路は、先に述べたように複数の部分区間情報から構成されてい
るため、部分区間毎に後述するステップＳ２０３からステップＳ２１０までの処理を順次
行い、部分区間毎の処理を全て行うとステップＳ２０２からステップＳ２１１の処理に移
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る。
【００３８】
　ステップＳ２１１で、他経路とのリンクが設定されていない場合には、通常の表示モー
ドに移行し、一方で他経路へのリンクが設定されている場合には、ステップＳ２１２にお
いてリンクされている経路のページ番号を調べ、もし現在表示しているページとは異なる
ページであるならば、そのページデータを読込んだ後（ステップＳ２１３）、ステップＳ
２０２に移ってリンクされているスクロール経路情報に従ってスクロール表示を開始する
。
【００３９】
　各部分区間毎の処理（ステップＳ２０３～Ｓ２１０）では、図９に示すように部分区間
情報内の始点座標から終点座標に向かう線分上にサンプル点を設けて、サンプル点を動か
しながら、画面上に表示する矩形領域を計算してスクロール表示処理を行っていく。
【００４０】
　まず、ステップＳ２０３において、部分区間に同期再生情報が添付されている場合、こ
こに記録されたオブジェクトの再生処理をする。この例では、ステップＳ２０３において
再生処理がすんだ後、ステップＳ２０４以降の処理に移るようにするが、音声データや映
像データなど再生が一瞬で終わらないようなデータの再生処理の場合には、ステップＳ２
０５からステップＳ２１０のループ処理の間に少しずつ処理を区切って実行するか、ステ
ップＳ２０５からステップＳ２１０の処理と並列して処理するようにしてもよい。
【００４１】
　次に、サンプル点の座標（ｘ，ｙ）を部分区間の始点（ｓｘ，ｓｙ）に設定した後（ス
テップＳ２０４）、ステップＳ２０５において、サンプル点が終点（ｅｙ，ｅｙ）に達し
たかどうか判定され、サンプル点が終点に達した場合にはステップＳ２０２へ戻り、次の
部分区間の処理に移る。
【００４２】
　一方、サンプル点が終点に達していない場合には、ステップＳ２０６に移り、表示画面
に表示する矩形領域と拡大率を計算し、表示画面に表示する画像を作成する。このときの
矩形領域のサイズ、拡大率は次のようにして求められる。現在のサンプル点～始点間の距
離と現在のサンプル点～終点間の距離との比がｓ：（１－ｓ）（ただし、０≦ｓ≦１）と
すると、画面に表示する矩形領域のサイズ（ｗｘ，ｗｙ）、拡大率ｍａｇは、
【００４３】
【数１】

【００４４】
によって求める。ここで、ｗｓｘ、ｗｓｙは始点での矩形領域サイズ、ｗｅｘ、ｗｅｙは
終点での矩形領域サイズ、ｓｍａｇ、ｅｍａｇはそれぞれ始点、終点での拡大率である。
そして、現在のサンプル点を中心としてｗｘ、ｗｙの大きさの矩形領域（ｘ－ｗｘ／２，
ｙ－ｗｙ／２）－（ｘ＋ｗｘ／２，ｙ＋ｗｙ／２）をページデータから画像データとして
取り出し、拡大率ｍａｇによって拡大する。このとき、拡大後の画像が表示画面の画素サ
イズを超えてしまう場合は、拡大率を下げて表示画面の画素サイズを超えないように調整
する。このようにして生成された拡大画像を表示画面に表示する（ステップＳ２０７）。
【００４５】
　そして、現在のモードが自動スクロールモードになっているかを調べ（ステップＳ２０
８）、半自動スクロールモードの場合は、ステップＳ２０９でスクロール指示手段９を通
じてスクロール指示がされるまで待機する。ここで、自動スクロールモードの場合、ある
いはユーザがスクロール指示をした場合、サンプル点を移動させる（ステップＳ２１０）
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。移動量は次のようにして計算する。まずサンプル点でのスクロール速度ｖを、始点、終
点でのスクロール速度ｓｖ、ｅｖから、ｖ＝（１－ｓ）×ｓｖ＋ｓ×ｅｖによって求め、
【００４６】
【数２】

【００４７】
を移動量とする。そして、次のサンプル点を座標（ｘ＋Δｘ，ｙ＋Δｙ）とし、ステップ
Ｓ２０５に戻って、サンプル点が終点に達するまでステップＳ２０６からＳ２１０の処理
を繰り返す。なお、半自動スクロールモードで後方へのスクロールも可能とする場合には
、後方へのスクロールが指定された時に、ステップＳ２１０において（ｘ－Δｘ，ｙ－Δ
ｙ）を次のサンプル点として計算し、スクロール処理すればよい。なお、スクロール経路
情報が図２の形式で格納されている場合には、ステップＳ２００において、全スクロール
経路情報を読み込んだ後、この中から現在表示しているページに付与された経路情報を取
り出して、ステップＳ２０１においてユーザにスクロール表示する経路を選択してもらう
。ステップＳ２０２以降の処理は、先に説明したものと同じなので説明を省略する。
【００４８】
　以上のようにして、自動的にスクロールすることによって、段組が複雑になっているよ
うなページでもスクロールを指示する手間が省けるとともに、スクロール速度や拡大率、
表示範囲を変化させたり、スクロールに同期して音声や映像の再生を開始させたりするこ
とによって効果的な表示も可能となる。
　一方、ユーザがスクロール指示したときのみスクロールさせる場合には、ユーザの読書
速度に応じたスクロールができ、しかもボタンなどで構成されたスクロール指示手段を押
すだけでスクロールさせることができるので、スクロールさせる時の手間もそれほどかか
らない。
【図面の簡単な説明】
【００４９】
【図１】本発明の実施の形態に係る、表示用データとして書籍データが記録された記録媒
体の全体構成を示す図である。
【図２】本発明の他の実施の形態に係る、表示用データとして書籍データが記録された記
録媒体の全体構成を示す図である。
【図３】書籍データの管理情報領域の構成例を示す図である。
【図４】書籍データのページデータ領域の構成例を示す図である。
【図５】ページデータ領域に格納されるオブジェクトのうち画像データの例を示す図であ
る。
【図６】ページデータに設定されるスクロール経路を模式的に説明する図である。
【図７】スクロール経路情報領域のデータ例を示す図である。
【図８】スクロール経路情報領域内に格納される部分区間情報を示す図である。
【図９】図８の部分区間情報に記録される各値の関係とスクロールの仕方を説明するため
の図である。
【図１０】本発明に係る表示装置の実施の形態を示すブロック図である。
【図１１】本発明に係る携帯型の表示装置の概観を示す図である。
【図１２】本発明に係る表示装置の通常の表示モードの処理手順を示すフローチャートで
ある。
【図１３】本発明に係る表示装置のスクロール表示モードの処理手順を示すフローチャー
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トである。
【図１４】複数のオブジェクトを配置することによって各ページが構成されていることを
示す模式図である。
【図１５】部分区間情報に記録される表示枠を説明するための図である。
【符号の説明】
【００５０】
１…ＣＰＵ、２…ＲＯＭ、３…ＲＡＭ、４…入力手段、５…表示手段、６…音声出力手段
、７…ページめくり指示手段、８…表示モード切替指示手段、９…スクロール指示手段、
１０…ＣＰＵバス。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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